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研究要旨 本研究の目的は、補装具利用者の社会参加・自立促進に向けて、機能区分を活かす

完成用部品申請手続きのシステムを構築することである。今年度は、システム構築の第一段階

として、手続きの効率化、正確性の向上を目的として、Microsoft Excel を用いた電子申請様

式（様式 A-1～8、様式 B-1～2様式 C-1）を作成した。本様式を用いた申請手続きについて、

申請業者、事前審査担当者を対象に、アンケートを実施した結果、Microsoft Excel を用いた

電子化により、効率化、正確性の向上を図ることができたことが確認された。一方、課題とし

て、多様な作業環境への配慮、ユーザビリティの向上、記入要領の改良等の必要性が示唆され

た。また、手続き全体については、説明会が重要視されていることが明らかになり、今後、機

能区分を導入していく段階では、説明会に重点を置いた対応を取っていくことが有用と考えら

れた。 

 

A．目的 

本研究の目的は、補装具利用者の社会参加・自立

促進に向けて、機能区分を活かす完成用部品申請手

続きのシステムを構築することである。今年度は、

システム構築の第一段階として、手続きの効率化・

正確性の向上を目的として、電子申請様式を作成し

た。また、本様式を用いて申請手続きを実施し、手

続きに関するアンケート結果を基に、課題を抽出し

た。 

電子申請様式の作成に関しては、平成 23/24 年度

に実施した完成用部品指定申請に関する課題の調査

結果 1)等を参考にした。これまでの指定申請の課題

として、申請時の入力、事前審査時の分析作業等に

おける非効率性、不正確性が指摘されてきたため、

今回の様式作成では、Microsoft Excel を用い、申

請関連情報を申請業者が電子ファイルに入力し、入

力されたデータを事前審査者が分析することで、申

請・事前審査の効率化、正確性の向上を図ることと

した。 

 

B．方法 

B-1．電子申請システムの作成 

Microsoft Word を用いた従来の申請様式（平成 24

年度までの指定申請で使用、以下、旧様式）を基に、

Microsoft Excel を用いた電子版の申請様式（以下、

新様式）を作成した。新様式では、新様式への移行
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に伴い、旧様式の内容を見直し、様式の統廃合を行

った。なお、Microsoft Excel では、バージョン毎

にセルサイズが異なり、同じファイルを用いると印

刷用のフォームの体裁が整わないため、各バージョ

ン（2003/2007/2010/2013）毎の様式を作成した。 

各様式は、工学的試験評価、臨床評価、価格調査

に関する事前審査担当者が、関係する様式の内容を

見直しつつ作成した。また、記入要領の改訂、記入

例の作成も行った。 

新様式では、一部様式を除き、入力用フォーム（図

１）と出力用フォーム（図２）を分けて作成し、入

力用フォームにデータを入力すると、リンクを張っ

た出力用フォームに反映され、印刷用の様式が自動

生成されるようにした。また、データ入力の効率化、

正確性の向上を図るため、一部のフォームで、プル

ダウン式/ラジオボタン式の入力方法を採用した。 

B-2．電子版申請様式を用いた申請手続きの実施 

申請受付開始にあたり、申請業者を対象とした説

明会を平成25年7月23日に実施した。説明会では、

参加者に申請関係資料一式（記入要領、様式、記入

例、参考資料）を収録した CD-R を配布し、事前審査

担当者が新様式についての説明を行った。 

また、ホームページ上に申請関係資料を掲載し、

関係者がダウンロードできるようにした。 

資料配布後、平成 25 年 9月 30 日を締切として、

申請受付を開始した。受付締切後、提出された

Microsoft Excel ファイルの様式を用い、事前審査

を行った。 

B-3．申請手続きに関するアンケートの実施 

 申請受付終了後、今年度申請のあった 25 社を対象

に、申請手続きに関するアンケート（以下 13 項目、

自由記述）を E-mail にて実施した。また、事前審査

担当者を対象に、事前審査手続きに関するアンケー

ト（課題や提案についての自由記述）を実施した。 

 

アンケート項目 

1 ブック１ 

2 ブック２ 

3 ブック３ 

4 記入例について 

5 記入要領について 

6 添付資料（会社資料、インボイスなど輸入関係

資料など）について 

7 電子媒体への保存方法、ファイル名変更等につ

いて 

8 ホームページからのダウンロードについて 

9 説明会について 

10 参考資料について 

11 問い合わせについて（youbou@rehab.go.jp） 

12 その他 

13 入力可能な Microsoft Excel のバージョンにつ

いて 

 

Ｃ．結果 

Ｃ-1．電子申請システムの作成 

 表１、表２に、旧新/新旧様式の対応を示す。 

手続きの簡略化のため、旧様式 8「義肢装具等完

成用部品の変更・削除に関する申請書」、13「義肢

装具等完成用部品の価格変更申請書」を新様式 B-1

「義肢装具等完成用部品の変更・削除に関する申請

書」旧様式 9「完成用部品（品番等変更）一覧」、

10「完成用部品（削除）一覧」、14「完成用部品（価

格変更）一覧」を新様式 B-2「完成用部品（品番等

変更）一覧」として統合した（表 2）。 

また、昨年度までの手続きでは、提出するサンプ

ルの返却希望がある場合に、旧様式 11「義肢装具等

完成用部品の申請部品返却希望について」の提出を求

めていたが、当該年度からの申請では、全てのサンプ

ルについて原則返却することとし、様式 11 を廃止した

（表 1）。 

Ｃ-2．電子版申請様式を用いた申請手続きの実施 

説明会は、69 社に案内を出し、うち 41 社の参加

登録があった（参加登録率：59％）。 

申請手続き実施の結果、H25 年度は、新規申請 215

件（義肢 74 件、装具 42 件、座位保持装置 99 件）、

変更削除申請 481 件、既収載輸入部品の価格根拠申

請 1208 件、計 1904 件の申請が受付された。 
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図１ 入力フォームイメージ 

図２ 出力フォームイメージ
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旧様式 様式名 新様式 
様式 1 義肢装具等完成用部品の指定申請書 様式 A-1 
様式 2 申請部品一覧 様式 A-2 
様式 3 申請部品に係る価格根拠（新規ならびに価格変更申請の場合、記入） 様式 A-3 
様式 4 部品概要 様式 A-4 
様式 5 工学的試験評価概要 様式 A-5 
様式 6 フィールドテスト結果 様式 A-6 
様式 7 フィールドテスト被験者リスト 様式 A-7 
様式 8 義肢装具等完成用部品の変更・削除に関する申請書 様式 B-1 
様式 9 完成用部品（品番等変更）一覧 様式 B-2 
様式 10 完成用部品（削除）一覧 様式 B-2 
様式 11 義肢装具等完成用部品の申請部品返却希望について ― 
様式 12 補装具等完成用部品申請のために提出頂いたサンプルの返却について 様式 A-8 
様式 13 義肢装具等完成用部品の価格変更申請書 様式 B-1 
様式 14 完成用部品（価格変更）一覧 様式 B-2 
様式 15 既収載輸入部品に係る価格根拠（価格変更申請部品を除く） 様式 C-1 

 

表２ 新旧様式対応表 

新様式 様式名 旧様式 
新規申
請 

変更・
削除申
請※1 

輸入品の
価格根拠
申請 

備考 

様式 A-1 
（ブック1） 

義肢装具等完成用部品の
指定申請書 

様式 1 ○     申請業者毎に１ファ
イル 

様式 A-2 
（ブック1） 

申請部品一覧 様式 2 ○     申請業者毎に１ファ
イル 

様式 A-3 
（ブック2） 

申請部品に係る価格根拠 様式 3 ○ △※2   部品毎に１ファイル 

様式 A-4 
（ブック2） 

部品概要 様式 4 ○     部品毎に１ファイル 

様式 A-5 
（ブック2） 

工学的試験評価概要 様式 5 （○） 
※3 

    部品毎に１ファイル 

様式 A-6 
（ブック2） 

フィールドテスト結果 様式 6 （○） 
※4 

    部品毎に１ファイル 

様式 A-7 
（ブック2） 

フィールドテスト被験者
リスト 

様式 7 （○） 
※4 

    部品毎に１ファイル 

様式 A-8 
（ブック1） 

補装具等完成用部品申請
のために提出頂いたサン
プルの返却について 

様式 12 （○） 
※5 

    申請業者毎に１ファ
イル 

様式 B-1 
（ブック1） 

義肢装具等完成用部品の
変更・削除に関する申請
書 

様式 8、13   ○   申請業者毎に１ファ
イル 

様式 B-2 
（ブック1） 

完成用部品（品番等変更）
一覧 

様式 9、
10、14 

  ○   申請業者毎に１ファ
イル 

様式 C-1 
（ブック3） 

既収載輸入部品に係る価
格根拠 

様式 15     ○ 部品毎に１ファイル 

※1 区分変更、メーカー名変更、品番変更、価格変更、削除申請。※2 価格変更申請を伴う場合。※3/4 

工学的試験評価/フィールドテストが必要な場合に提出。※5 サンプルの提出がある場合に提出。 

 

表１ 旧新様式対応表 
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Ｃ-3．申請手続きに関するアンケートの実施 

申請業者を対象としたアンケート実施の結果、25

社中 12 社から回答が寄せられた（回答率 48％）。

結果を表 3に示す。 

今回の様式の電子化に関する評価として、目的と

した効率化、正確性の向上については、「エクセル

に変更されていて記入しやすかった」、「プルダウ

ンがついていて作業効率が良かった」、「リンクが

あり、記入しやすかった」、「作業量が減り、ミス

防止もでき、効率よく進められた」、「セルがリン

クされているので、従来よりも大幅に入力の手間が

省け大変良かった」、「同じ内容を複数書類へ記載

する必要がなくなり、時間と手間が大幅に減少した」、

「記載ミスなどのケアレスミスも防ぐことができた」

等のポジティブな評価が寄せられた。 

一方で、ユーザビリティの課題として、入力の問

題（表が大きく全体が見えにくい、枠が小さい）、

出力の問題（入力フォームでそのまま記入すると、

出力ページでスペースが不足したり、読みにくくな

ったりする。印刷に適した体裁の調整が難しい）等

が指摘された。 

なお、手続き全体として、ホームページからのダ

ウンロード、問い合わせ、説明会等については、比

較的好評価だが得られた。説明会については、「参

加できなかった場合には、作業にかなり支障がある

と予想される」との意見があり、複数回/開催地の拡

大、開催時期の繰り上げ等の要望が寄せられた。 

 事前審査担当者を対象としたアンケート結果を表

４に示す。主な課題として、部品概要等、意図した

内容や方法で記載されていないケースが指摘された。

また、写真のファイルサイズの指定等、審査準備を

より効率的に行う上で、改良すべき点が指摘された。 

さらに、サイズ違いを含む申請の場合、実際のフィ

ールドテストでは、何を使って評価しているかなど、

より詳細な情報が必要であることが示唆された。 

なお、設問 13 で、使用している Microsoft Excel

のバージョンの調査をしたところ、申請業者、事前

審査担当者とも、使用しているバージョンが多様で

あった。今回、印刷時の体裁の崩れを少なくするた

め、バージョン毎の様式を用意したが、事前審査作

業時にバージョンを混ぜて使用すると、パソコンが

安定して動かなくなる等の課題も生じた。また、

Microsoft Excel 2003 では、列数の制限のために、

作業に支障が生じた。 

 

Ｄ．考察 

従来の Microsoft Word を用いた様式から、

Microsoft Excel を用いた様式に変更して手続きを

行った結果、申請業者から、「プルダウン式の入力、

セルのリンク等の機能が利用可能になったことで、

入力時の作業量や記載ミスの減少につながった」と

のフィードバックが得られた。このことから、今回

の電子化の目的とした効率化・正確性の向上は、概

ね達成されたと考えられる。 

一方で、パソコンやディスプレイのスペックによ

り、作業がしにくいケースがあること、入力フォー

ムと出力フォームが分かれていることで、印刷用の

体裁調整が難しいケースがあること等が報告され、

多様な作業環境への配慮と、さらなるユーザビリテ

ィの向上の必要性があることが示唆された。 

また、事前審査担当者からは、作業上の課題が指

摘されるとともに、事前審査担当者側の意図が、申

請業者側に充分に伝わっていないケースが指摘され、

様式、記入要領の改良が望まれた。 

以上により、今回明らかになった各様式の課題に

基づいて様式を修正するとともに、事前審査担当者

側の意図が伝わるよう、記入要領をより詳細にして

いく必要性が示された。様式の改良においては、入

力フォームと出力フォームを分けた現方式の見直し

等も検討する必要性があると考えられる。 

今回の手続きの実施とフィードバック結果から、

Microsoft Excel を用いたシステムの電子化では、

従来のシステムに比べて、効率化、正確性の向上が

図れることが示唆された。一方で、システムのプラ

ットフォームとして、Microsoft Excel を使用する

以上、印刷上の体裁調整の難しさは避けられず、ユ

ーザビリティ等の改良には、限界がある可能性が示

唆された。以上より、今後、Microsoft Excel を用

いたシステムの改良と並行して、Microsoft Excel
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に依存しない方式での電子申請システムの在り方も

検討していくことが望まれる。 

手続き全体については、手続き作業上、参加登録

率の高さやアンケートでのフィードバックから、説

明会が重要視されていることが明らかになった。今

後、機能区分を導入していく段階でも、申請業者側

の充分な理解を促進する上で、説明会に重点を置い

た対応を取っていくことが有用と考えられる。 

 

Ｅ．まとめ 

機能区分を活かす完成用部品申請手続きシステム

構築の第一段階として、Microsoft Excel を用いた

電子申請システムを作成した結果、効率化、正確性

の向上を図ることができた。一方、課題として、多

様な作業環境への配慮、ユーザビリティの向上、記

入要領の改良等の必要性も示唆された。手続き全体

については、説明会が重要視されていることが明ら

かになり、今後、機能区分を導入していく段階では、

説明会に重点を置いた対応を取っていくことが有用

と考えられる。 

なお、今回のフィードバックの結果から、Microsoft 

Excel では、ユーザビリティ等の改良には、限界が

あると考えられ、今後、現システムの改良と並行し

て、Microsoft Excel に依存しない方式での電子申

請システムの在り方も検討していくことが望まれる。 

 

Ｆ．研究発表 

1.論文発表 

なし 

2.学会発表 

１）Rina Ishiwata: Research Trend and 

Standardization of Prosthesis and Orthosis. 

Human Science and Biomedical Engineering for QOL, 

Tokyo Metropolitan University Symposium No.12, 

Hachioji, 2014, March 
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